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めざす生徒像：「自律」と「尊重」と「創造」の身についた生徒 

「自律」自ら考え、自分で判断し、自分で決定し、自ら行動できる力 ・ 「尊重」多様性を受け入れ、対話を通して 

対立やジレンマを解決する力 ・ 「創造」問題を解決するために情報や技術等を活用し、新たな価値を生み出す力 

★令和８年度 全国学力・学習状況調査結果と分析について（ご報告） 
令和８年４月２３日に実施された全国学力・学習状況調査の結果と分析についてお知らせ

します。 

全国学力・学習状況調査は３年生が対象で、国語、数学、そして３年に一度の英語、また

学習や生活の様子を尋ねるアンケート（生徒質問紙）が実施されました。 

【全国学力・学習状況調査結果】 
各教科の平均正答率について、国語は、大阪府平均（公立）を上回り、数学・英語につい

ては、大阪府平均（公立）・全国平均（公立）を下回っていました。下の図は各教科の学習

指導要領の内容の平均正答率の状況、英語についてはIRT分布状況を示しています。 
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(1) 言葉の特

徴や使い方に

関する事項

(2) 情報の扱

い方に関する

事項

Ａ 話すこ

と・聞くこと
Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

貴校

大阪府（公立）

全国（公立）

国語 数学 

英語 ※中学校英語は ICT 端末等を用い

た、文部科学省 CBT システム

（MEXCBT）によるオンライン 方

式（以下、「CBT」【＝Computer 

Based Testing】とする）で実施さ

れました。 

※IRT とは、国際的な学力調査等

で採用されているテスト理論で

す。この理論を使うと、異なる問

題から構成される試験・調査の結

果を、同じものさし（尺度）で比

較することができます。  

※IRT バンドとは IRT スコアを基

に、学力を 1～５の 5 段階に区切

ったものです。3 を基準のバンド

とし、5 が最も高いバンドとなり

ます。 

IRTバンド分布比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://izumiotsu.schoolweb.ne.jp/2720019


【調査等結果の分析及び考察】 

 
【国語】 

今年度の全国学力学習状況調査では、大阪府の平均正答率を 1 ポイント上回り、全国を

1.9ポイント下回りました。 

 「思考・判断・表現」を評価の観点とする問題において、大阪府を上回っており、「記述」

においても、全国・大阪府より良好な結果が得られました。これまで、授業の終わりに振り

返りを書く時間を設けてきました。また、書いたものをフィードバックする取り組みが成果

につながりました。 

 一方、「知識・技能」を評価の観点とする問題において、文章中の語彙の意味を正確にと

らえていないことに課題が見られました。 

 今回課題が見られた「知識・技能」について、語彙・文法・漢字指導を読解活動と関連づ

けながら充実させていきます。また、会話文や資料を活用した学習活動を通して、情報を整

理・比較する力、自ら読み解き根拠を持って表現する力の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国立教育政策研究所 令和８年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調査結果資料 

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

国語 2四 55.5 47.4 52.7
11.0

(14.7)

話合いを受けてどのような意見を述べるか、自

分の考えを書く

互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結

論を導くために考えをまとめることができるか

どうかをみる

国語 4四 37.7 34.6 38.9
15.7

(18.6)

二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」

が表している具体的な様子と擬態語の効果を書

く

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えを確かなものにすることができるかどうか

をみる

問題の概要 出題の趣旨教科
平均正答率（％）

問題番号

○成果が見られた問題

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

1二 62.8 69.5 70.2
0.0

(0.3)

「投げられる」を説明したものとして適切なも

のを選択する

単語の類別について理解しているかどうかをみ

る

3一 25.1 34.4 39.8
0.0

(0.3)

文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考

にして、漢字を書き、漢字の組合せとして適切

なものを選択する（とる）

文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の

中で使うことができるかどうかをみる

4二 36.6 32.9 35.2
22.5

(19.8)

国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」

と同じような内容を表す別の表現を文章中から

抜き出す

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を

捉えることができるかどうかをみる

教科 問題番号
平均正答率（％）

●指導の改善が求められる問題

問題の概要 出題の趣旨

国語



 

【数学】 

今年度の全国学力学習状況調査では、大阪府の平均正答率を５ポイント、全国を７ポイン

ト下回りました。 

「数と式」の領域では、基礎的な計算や数量関係を捉える力に強みが見られました。 

一方で、「同類項」「平行になるための条件」「累積度数」など、基礎的な知識・技能を

問う問題で課題が見られました。また、数学的な考え方や判断の理由を説明する記述問題に

も課題が見られました。 

今後は、日々の授業を通して、基礎的な知識・技能の確実な定着を図り、既習事項を活用

できる力を育成します。さらに、文章や資料を読み取る活動を充実させ、数学的な読解力を

高めていきます。授業では、自分の考えを式や言葉で説明する場面を意図的に設定し、あわ

せて、学習内容を振り返りながら活用する学習を進め、思考力・判断力・表現力の向上を図

ります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

数学 6(1) 74.3 69 73.2
8.4

(6.6)

選んだ２数が３と６のときについて、陸斗さん

の予想が成り立つことを示す式を書く

問題場面における考察の対象を明確に捉えてい

るかどうかをみる

教科

○成果が見られた問題

問題番号
平均正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨

出典：国立教育政策研究所 令和８年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調査結果資料 

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

2 61.8 69.5 70.5
3.1

(2.2)

７x＋９－５x＋７x²＋２x から、７x の同類項を

すべて書く
同類項の意味を理解しているかどうかをみる

3 40.8 49.7 49.1
5.8

(2.8)

四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ∥ＱＲを示すた

めの根拠となる二つの角を書く

２直線が平行になるための条件を理解している

かどうかをみる

7(2) 26.2 31.6 33.9
48.7

(39.6)

データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時

間がおよそ何秒になるかを求める方法を説明す

る

数学的に表現したことを事象に即して解釈し、

問題解決の方法を数学的に説明することができ

るかどうかをみる

９(３) 21.5 27 31.9
41.4

(28.9)

「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２

３時以降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にあ

る」と主張できる理由を、悠真さんが調べたこ

との二つの度数分布多角形の形と位置を比較し

て説明する

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数

分布多角形の特徴を基に説明することができる

かどうかをみる

教科 問題番号
平均正答率（％）

問題の概要

●指導の改善が求められる問題

出題の趣旨

数学



 

【英語】 

今年度より全国学力学習状況調査英語では、タブレット端末を用いて調査が行われました。 

IRT バンド分布比較から大阪府、全国より下回っていることがわかります。 

 「聞くこと」の領域に強みがあり、日常的なコミュニケーションに関する内容には比較的

よく対応していました。これは、昨年度 9月から配置されている常勤の ALT（JET）の先

生と日ごろからふれあっている成果と捉えます。 

 一方で、まとまりのある文章を読むことや、読んだ内容を基に自分の考えを英語で表現す

ることに課題が見られました。無回答率が低く正答率につながっていない記述問題もあり、

英単語の定着に課題が見られました。 

 今後は、まとまりのある英文を読む機会を増やし、内容を正確に読み取る力を育成します。 

あわせて、定型表現を活用しながら理由や考えを英語で表現する練習を継続し、日常の出来

事や自分の考えを話したり書いたりする活動を充実させます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

7 62.1 69.7 72.4
0.0

(0.1)

誕生日パーティーに関するメールを読み、最も

適切な時刻を選択する

日常的な話題について、目的に応じて、必要な

情報を読み取ることができるかどうかをみる

9 38.2 49.3 49
0.0

(0.1)

物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持

ちの変化を表したものを選択する

日常的な話題について、短い文章を読み、概要

を捉えることができるかどうかをみる

１0(2) 19 27.6 27.8
26.7

(14.6)

インターネットの使用に関して読んだことにつ

いて、考えとその理由を書く

社会的な話題について、短い文章を読み、要点

を捉え、考えとその理由を書くことができるか

どうかをみる

12 33.3 43.7 47.5
20.3

(8.7)

中学生になってからの思い出を1つ取り上げ、

そこで体験したことと感想を書く

日常的な話題について、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書く

ことができるかどうかをみる

英語

教科 問題番号
平均正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨

●指導の改善が求められる問題

出典：国立教育政策研究所 令和８年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調査結果資料 

無解答率（％）

誠風中 大阪府（公立） 全国（公立）
誠風中

（全国）

英語 3 80.3 74.6 76
0.0

(0.1)

学校見学についての説明を聞き、行くべき場所

を選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状況な

どから判断して、必要な情報を聞き取ることが

できるかどうかをみる

教科 問題番号
平均正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨

○成果が見られた問題



【生徒質問紙の回答状況】 

＜自分自身と学校生活＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学びと自己調整＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分には、よいところがあると 

思いますか 

将来の夢や目標を持っていますか 

先生は、あなたのよいところを 

認めてくれていると思いますか 

友達関係に満足していますか 

学校に行くのは楽しいと思いますか 

あなたの学級では、人と違う意見を 

言っても否定されないと思いますか 

人が困っているときは、進んで助け 

ていますか 

普段の生活の中で、幸せな気持ちに 

なることはどれくらいありますか 

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分 

で学び方を考え、工夫することはできていますか 

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった 

点を見直し、次の学習につなげることができていますか 

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた 

り、生かしたりすることができると思いますか 

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していない 

ところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか 

１，２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会 

では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立て 

などを工夫して発表していましたか 

１，２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、 

自分で考え、自分から取り組んでいましたか 

１，２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだ 

ことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行って 

いましたか 

あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校 

のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することが 

できると思いますか 

困りごとや不安がある時に、先生や学校 

にいる大人にいつでも相談できますか 



＜学習時間＞ 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》学習時間に関する本校昨年度・一昨年度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自分自身と学校生活＞に関する項目から、学校生活において、友だちとの良好な関

係である生徒が多く、安心して学校生活を送っている様子がうかがえます。 
 

＜学びと自己調整＞に関する項目から、主体的に学びながら、工夫し、学んだことを

次の学びに生かしていこうとする姿勢が見られました。 

 また、ICT を活用した学習においても、ICT スキルに自信を持っていることがわか

ります。 
 

＜学習時間＞に関する項目や本校の昨年度・一昨年度との経年比較から、「全くしな

い」と回答する生徒は年々減少しています。 

 学習は時間の長さ（量）より内容（質）が大切ですが、「全くしない」と回答する

生徒の減少は、学習の習慣化や継続性の点で重要です。 

 

【総括】 

本校では、生徒一人ひとりとの対話を大切にし、「自分はどうしたいのか」を考

え、自ら行動する力（＝自律する力）を育んできました。本年度の調査結果からも、

その成果が学校生活だけでなく学習面にも表れていることがうかがえます。３年生

は、日々の授業や学校行事を通して主体的に学ぶ姿勢を身につけ、自ら成長しようと

する力を伸ばしてきました。また、将来への夢や目標を持ち、周りの人とのつながり

を大切にしながら、自分らしく前向きに生活する姿も見られます。これからの社会を

力強く生き抜いていく力が着実に育っていることを、大変うれしく感じています。 

 

今年度の調査結果を受け、今後、学校では、学んだ知識や技能を単に覚えるだけで

なく、実生活やさまざまな課題の解決に生かすことができる「生きて働く力」として

身につけられるよう、授業づくりを進めていきます。また、家庭学習についても、与

えられた課題に取り組むだけではなく、自分に必要な学習内容や方法を自ら考えて選

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、 

１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか 

（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教 

わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時 

間も含む） 



択し、主体的に学ぶ力を育てていきたいと考えています。 

また、学校では定期的に水曜日 6時間目に補習学習をはじめとした個別学習「サポ

チャレタイム」を設けています。また、コミスク・みらい応援隊の方による「放課後

自主学習教室」も実施しています。これらの機会を有効活用し自律的な学びを見出し

ていくよう、声をかけていきたいと思います。 
 

 

国は今回の調査結果を基に「SNS や動画視聴の長さ」と学力の関係を示しています。SNS や動

画視聴等の利用時間が長い児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが低い傾向が見られます。

（後に記載の＜参考１＞の左側を参照ください） 

また、「学校の勉強のことを親や家族と話すこと」と「普段の（月曜日から金曜日）の授業

時間以外の学習時間」との関係では、学校の勉強のことを親や家族と話していると考える児童

生徒ほど、平日の学習時間が多いという結果が得られています。（＜参考２＞の右下を参照く

ださい） 

さらに、別の調査（OEDC による PISA 調査 2025：世界 91 か国・地域の義務教育修了段階の 15

歳の生徒（日本では高校 1 年生）を対象）において、「家庭による支援的なかかわりの頻度」

の項目について、日本は OECD 平均より低いという結果が得られています。（＜参考３＞上段を

参照ください） 
 

 

上記のことからも、子どもたちが自ら考え、よりよい学習習慣を身につけていくた

めには、学校だけでなく家庭での温かい声かけや見守りが大切です。 

ご家庭におかれましても日々の対話を通してお子様の成長を支えていただきますよ

うお願いいたします。 

 

＜参考１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国立教育政策研究所 令和８年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調査結果資料 



＜参考２＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：国立教育政策研究所 OECD 生徒の学習到達度調査 PISA2025 のポイント 

出典：国立教育政策研究所 令和８年度 全国学力・学習状況調査 報告書・調査結果資料 


